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「人として」 ヘブライ人への手紙 5:7-10 

クリスマスはイエス様が人としてお生まれになったことを記念す

る日です。なぜイエス様は神であるのに人として生まれなければなら

なかったのでしょう。何でもおできになる神のままで、人を救うこと

はできなかったのでしょうか。答えは、できるけれどもなさらなかっ

たということです。神様は全能ですが、全能とは何でもできるけれ

ど、何でもするということではありません。神様は人愛しているがゆ

えに、人を救うとお決めになりましたが、同時に、神様は聖い方で罪

を憎むお方でもあります。ですから、罪ある人間をそのまま受け入れ

ることはなさらないのです。私たちは罪のあるままで神の国に入るこ

とは許されません。イエス様は、神としての栄光や権威は天に置い

て、人としてこの世に来てくださいました。イエス様は人であり神の

御子、メシアでもあります。これは人としてこの世に来てくださった

後も変わりません。 

まず、神様は人間を救うために、旧約聖書で律法を与えてくださ

いました。しかし、人間は罪のゆえにこの律法を完全に守ることは誰

一人できないのです。ですから事実上、律法によって救われるという

のは不可能なのです。しかし、旧約聖書の中の人物でも、アブラハム

やダビデなど救われた人はいます。なぜ救われたかというと、ただ信

仰によってのみなのです。「義人は信仰によって生きる」(ローマ

1:17)とある通りです。しかし、この律法は成就されなければなりま

せん。それをおできになるのが罪を犯されなかったイエス様なので

す。神が与えられた律法を守るのは人間です。ですからイエス様は律

法を成就するためには人とならなければならなかったのです。 

「私が来たのは律法や預言者を廃止するためだと思ってはならな

い。廃止するためではなく、完成するためである。」(マタイ 5:17) 

イエス様は十字架の上で息を引き取る直前、「完了した」とおっ

しゃいました。イエス様の死によって、律法は文字通り完成したので

す。このことによって、道徳的正しさと共に、律法による正しさも、

イエス様を信じる者に与えられるのです。律法を守るという面におい

ても、イエス様が人として来てくださらなければ実現しなかった救い

です。 

次に、ヘブライ書を読み進んでいくと、イエス様は大祭司となら

れたとあります。大祭司とは、神様と人の間をとりなす存在です。そ

れも天の真の大祭司(ヘブライ 7:26)ですから、罪のない人である必

要があったのです。イエス様こそ、神であるお方が人となって来てく

ださった真の大祭司です。 

「しかし、イエスは永遠に生きているので、変わることのない祭

司職を持っておられるのです。それで、ご自分を通して神に近づく

人々を、完全に救うことがおできになります。この方は常に生きてい

て、彼らのために執り成しておられるからです。」(ヘブライ 7:24-

25) 

イエス様は私たちを完全に救うことのできるお方です。父なる神

と私たちの間をとりなす大祭司となるために人となる必要があったの

です。 

さらに、「キリストは、人として生きておられたとき、深く嘆

き、涙を流しながら、自分を死から救うことのできる方に、祈りと願

いとを献げ、その畏れ敬う態度のゆえに聞き入れられました。」(7

節) 

イエス様は父なる神によく祈られました。神の子イエス様だから

祈りが聞かれたのではなく、涙を流し、畏れ敬う態度のゆえに祈りが

聞き入れられたとあります。 

「キリストは御子であるにもかかわらず、多くの苦しみを通して

従順を学ばれました。」(8 節) 

イエス様のご生涯を思う時、多くの苦難の道を歩まれました。人

として歩む苦難を経験され、その経験によって従順を確立されたので

す。このことは、私たちと同じ弱さや苦しみの中で、父なる神のみこ

ころだけを行ない、人として父なる神に委ねておられた姿を知ること

ができます。イエス様の十字架上の姿は、全ての栄光を捨てて人とし

て来てくださった、従順の最たる姿を表しています。イエス様が人と

して来てくださらなかったら救いはありませんでした。なぜなら人間

には律法を完全に守ることができず、神と人との間大祭司として立つ

ことはできず、罪のない人が十字架にかかって罪を贖うということは

起こり得なかったからです。イエス様が人となって来てくださったこ

とでこれらのことが実現したのです。そしてこのことを信じ受け入れ

る人は救われると神は約束してくださいました。神の壮大なご計画の

中、ひとり子イエス様は人として生まれてくださいました。何の見栄

えもない赤子として飼い葉桶に寝かされたのです。しかしそれは、私

たちを救うためになくてはならない神様のご計画だったのです。 


